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令和２年三鷹市国勢調査 人口等基本集計 

結果の要約 

（令和２年 10月 1日現在） 

資料：総務省統計局ホームページ 政府統計の総合窓口  

『e-stat』https://www.e-stat.go.jp/ 

    

１ 人口 

 三鷹市の人口は 195,391人で、平成 27年国勢調査結果数値（以降「前回調査」という。）186,936人に

比べ、8,455人、4.5％の増加となっている。 

 統計をとりはじめた大正９年以降の人口推移をみると、戦前の三鷹駅開設や軍需工場の進出などによ

り急増し、以降も東京近郊のベッドタウンとして人口増が続く。昭和 30年代には牟礼公団、新川公団、

三鷹台公団などの日本住宅公団による団地建設や都営住宅、民間アパートなどの増加によって、昭和 30

年から 40年の 10年間で２倍近くになっている。 

 増加の一途をたどった市の人口は、昭和 50年代から 16万人規模に定着する時期に入ったが、平成 10

年代から再び増加の傾向を示し、前回調査から令和２年調査の間には、下連雀地区、牟礼地区における

大型マンションの開発などもあり、現在は 19万人規模となっている。 

 

【市の人口推移（大正９年～令和２年の各調査結果）】 
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全国の人口増減率（対前回調査）は△0.7％と前回調査に引き続き減少に転じたが、東京都全体は 3.9％、

三鷹市は 4.5％の増加となった。 

なお、三鷹市の人口増減数は東京都 26市中３番目、増減率は７番目となっている。 

 

【東京都 26市の人口増減数及び増減率】 

【全国、東京都との比較】 

 人口 人口増減率 

全国 126,146,099人 △0.7％ 

東京都 14,047,594人 ＋3.9％ 

三鷹市 195,391人 ＋4.5％ 

 

 三鷹市の人口を男女別にみると、男性が 94,489人、女性が 100,902 人で、女性の方が 6,413人多く、

人口性比（女性 100人に対する男性の数）は、93.6（前回調査の 94.1から 0.5ポイント低下）となって

いる。 

推移をみると、平成 17年までは女性より男性の人口が多かったが、平成 22年に女性の人口が男性の

人口を上回り、令和２年はその差が広がっている。 

 

 【市の男女別人口の推移】 
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三鷹市の平均年齢は、44.8歳で、前回調査の 43.8歳より１歳上がっている。少子高齢化に伴い、全国

的に平均年齢は上昇傾向にある。 

【全国、東京都との比較】 ※不詳補完値による。不詳補完値についてはＰ.13参照 

 平均年齢 前回調査比 

全国 47.6歳 ＋1.2歳 

東京都 45.3歳 ＋0.6歳 

三鷹市 44.8歳 ＋1.0歳 

 

三鷹市の年齢別人口分布を平成２年（30年前）と比較すると、最も人口の多い年齢層が 20代前半から

40代後半へ移行するとともに、65歳以上の高齢者層が増加している。一方、14歳以下では少子化の影響

が続いており、全体的に重心が高くなったことが分かる。全国と比較すると高齢者層への偏りはまだ小

さいが、今後も徐々に重心は上昇することが予想される。 

【人口ピラミッドの比較】 

＜三鷹市（令和２（2020）年）＞               ＜全国（令和２（2020）年）＞ 

 

＜三鷹市（平成２（1990）年）＞               ＜全国（平成２（1990）年）＞ 

※ 不詳を除く。 
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２ 年齢３区分別人口 

少子化の影響により、全国の年少人口の割合は前回調査比で 0.7ポイント減少している。一方で、三

鷹市は 0.1ポイント増加しており、東京都の増減率（△0.1ポイント）も上回っている。 

生産年齢人口の割合は、 全国（59.5％）と比較すると高いものの、東京都全体の割合（66.1％）を下

回っている。 

高齢者人口の割合は 22.1％（前回 21.1％）となっている。全国（28.6％）に比べると低い割合だが、

現在の生産年齢人口が高齢者人口に移行していくことにより、今後の増加が見込まれる。 

 

【市の年齢別人口割合の推移】 

 

※ 令和２年、平成 27年は、不詳補完値による。平成 22年、平成 17年は原数値によるため、不詳を除いている。 

不詳補完値についてはＰ.13参照 

 

【全国、東京都との比較】 

 
年少人口（15歳未満） 生産年齢人口（15～64 歳） 高齢者人口（65 歳以上） 

割合 前回調査比 割合 前回調査比 割合 前回調査比 

全国 11.9％ △0.7 ポイント 59.5％ △1.4 ポイント 28.6％ ＋2.0 ポイント 

東京都 11.2％ △0.1 ポイント 66.1％ ±0.0 ポイント 22.7％ ＋0.1 ポイント 

三鷹市 12.0％ ＋0.1 ポイント 65.9％ △1.1 ポイント 22.1％ ＋1.0 ポイント 

※不詳補完値による。不詳補完値についてはＰ.13参照 
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３ 配偶関係 

 配偶関係の割合をみると、「有配偶（届出の有無に関係なく、妻又は夫のある人）」について、男性は

75～79歳（78.0％）、女性は 50～54歳（71.0％）で最も高くなっている。 

 また、「有配偶」の割合が「未婚」の割合を上回るのは、男性で 35～39歳、女性で 30～34歳となって

おり、全国と比較すると晩婚化の傾向が見られる。 

 

【年齢別配偶関係（全国との比較）】 

＜男性＞ 

＜女性＞ 

   ※不詳補完値による。不詳補完値についてはＰ.13参照 
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 「未婚」の割合を平成２（1990）年と比較すると、男性は 45～49、50～54歳の区分で、女性は 25～29、

30～34歳の区分で大きく上昇している。 

生涯未婚率（50歳時点で一度も結婚をしたことがない人の割合）も上昇しており、三鷹市は全国と比

較して、その差は縮小傾向にあるものの、依然として上回っている状況にある。 

 

【市の年齢別未婚割合（平成２年との比較）】 

＜男性＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜女性＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 令和２年は、不詳補完値による。不詳補完値についてはＰ.13参照 

【男女別生涯未婚率の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 生涯未婚率は、50歳時の未婚率であり、45～49歳と 50～54歳の未婚率の単純平均により算出している。 

令和２年、平成 27年は、不詳補完値による。不詳補完値についてはＰ.13参照 
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４ 世帯数 

 三鷹市の世帯総数は 96,389世帯で、前回調査と比べて 6,163 世帯、6.8ポイントの増となっている。

このうち、一般世帯1の数は 96,116世帯、施設等の世帯2の数は 273世帯となっている。 

 

【全国、東京都との比較】 

 世帯総数 世帯総数増減率 

全国 55,830,154世帯 ＋4.5％ 

東京都 7,227,180世帯 ＋7.9％ 

三鷹市 96,389世帯 ＋6.8％ 

 

５ 世帯人員 

 一般世帯（96,116世帯）のうち「１人世帯」は、45,726世帯（47.6％）と最も多くなっている。前回

調査（41,490世帯、46.1％）と比べると、4,236世帯、1.5ポイントの増となった。 

 

【市の一般世帯の人員別世帯数の推移】 

                                                   
1 一般世帯とは、住居と生計を共にしている人の集まり又は一戸を構えて住んでいる単身者、会社等の寄宿舎・独身寮等

に居住している単身者などを指す。 
2 施設等の世帯とは、老人ホーム等の社会施設の入所者、病院・療養所等の入院患者などを指す。 
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家族類型別の推移をみると、単独世帯（世帯人員が一人の世帯）の割合が、全国で 3.5ポイント、三

鷹市においては 1.5ポイント上昇しており、全国的に単独世帯の割合が上昇していることが分かる。 

 

【市の一般世帯の家族類型別割合の推移】 

※「その他の世帯」とは、核家族以外の親族世帯、非親族を含む世帯。令和２年と平成 27年は、「世帯の家族類型不詳」の人数を含む。 

 

 

【全国、東京都との比較】 

 単独世帯数 単独世帯割合 単独世帯の増減率 

全国 21,151,042世帯 38.0％ ＋14.8％ 

東京都 3,625,810世帯 50.2％ ＋14.6％ 

三鷹市 45,726世帯 47.6％ ＋10.2％ 

 

 

 一般世帯における世帯の家族類型別世帯人員を、年齢 10歳階級別にみると、20歳未満では、ほとんど

が「夫婦と子どもから成る世帯」及び「ひとり親と子どもから成る世帯」に属している。一方、70歳以

上の世帯では、「単独世帯」、「夫婦のみの世帯」に属している世帯人員が７割近くを占めており、年齢階

級に応じて属する世帯の家族類型に変化が見られる。 

「単独世帯」の世帯人員についてみると、20～29歳（41.5％）、80歳以上（34.2％）の区分で高い割合

となっている。 
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【市の一般世帯の家族類型、年齢（10歳階級）別世帯人員の割合（令和２年）】 

６ １世帯当たり人員 

 一般世帯の１世帯当たり人員は 1.99人となり、東京都の１世帯当たり人員（1.92人）を上回ってい

るものの、初めて２人を下回った。 

 

【１世帯当たり人員の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 世帯の家族類型、世帯人員年齢の不詳を除く。「その他の世帯」とは、核家族以外の世帯、非親族を含む世帯 
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７ 高齢者世帯 

高齢単独世帯（65歳以上の者一人のみの一般世帯）及び高齢夫婦世帯（夫が 65歳以上、妻が 60歳以

上の夫婦 1組のみの一般世帯）の総数は、18,033世帯（一般世帯の 18.8％）で、前回調査に比べ、1,779

世帯、10.9ポイント増加している。 

また、うち高齢単独世帯は、10,222世帯（一般世帯の 10.6％）で、前回調査に比べ、1,327世帯、14.9

ポイント増加している。 

なお、高齢単独世帯を男女別にみると、男性 3,379人、女性 6,843人と、女性が７割近くを占めてい

る。 

 

【市の高齢者世帯数の推移】 

※ 不詳を除く。 

 

【全国、東京都との比較】 

 
高齢単独世帯及び 

高齢夫婦世帯の総数 
一般世帯に占める割合 

全国 13,250,701世帯 23.8％ 

東京都 1,376,002世帯 19.1％ 

三鷹市 18,033世帯 18.8％ 
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８ 住居の状況 

 住宅に住む一般世帯数を住宅の建て方別にみると、「共同住宅」の割合が最も高く 61,858世帯（65.0％）

となっている。また、全国の「共同住宅」の割合（44.6％）に比べて、東京都（70.3％）や三鷹市（65.0％）

は「共同住宅」の割合が高くなっている。 

住宅に住む一般世帯数を所有関係別にみると「持ち家」の割合は 44,775世帯（47.1％）となっており、

全国の割合（61.4％）に比べて低く、東京都（46.1％）と同水準となっている。 

 

【住宅の建て方別住宅に住む一般世帯割合の推移】 

※ 不詳を除く。 

 

【住宅の所有関係別一般世帯数、世帯人員数、１世帯当たり人員（令和２年）】 

 

【全国、東京都との比較】 

 一戸建 
一戸建 

の割合 
共同住宅 

共同住宅 

の割合 
持ち家 

持ち家 

の割合 

全国 29,561,373世帯 53.8％ 24,493,087世帯 44.6％ 33,729,416世帯 61.4％ 

東京都 2,044,705世帯 28.6％ 5,020,154世帯 70.3％ 3,295,617世帯 46.1％ 

三鷹市 31,720世帯 33.3％ 61,858世帯 65.0％ 44,775世帯 47.1％ 
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９ 外国人人口 

 市内の外国人人口は 3,903人で、三鷹市の人口の 2.0％を占めている。外国人人口は、全国的に増加が

続いており、三鷹市においても増加傾向にあるが、総人口に占める割合、増減率とも低い水準になって

いる。 

 

【外国人人口、人口に占める割合】 

 外国人人口 
総人口に占

める割合 

５年間の人口増減 

（平成 27年比） 

増減数 増減率 

全国 2,747,137人  2.2％ 834,607人 43.6％ 

東京都 563,566人 4.0％ 136,275人 31.9％ 

三鷹市 3,903人 2.0％ 137人 3.6％ 

 

※ 不詳補完値による。不詳補完値についてはＰ.13参照 

 

主な国籍は、中国 1,236人、韓国・朝鮮 636人、アメリカ 279人などで、上位３か国で外国人人口の

６割強を占める。また、前回調査に比べて、中国人人口が増加している。 

 

【市の国籍別外国人割合の推移】 

※ 原数値によるため、令和２年及び平成 27年における合計値は不詳補完値と一致しない。 
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 また、全国と比較すると、三鷹市の国籍別人口はアメリカ、イギリスの割合が高く、ブラジル、フィ

リピン、ベトナムの割合は低いことが分かる。 

 

【国籍別外国人割合の比較】 

※ 原数値によるため、合計値は不詳補完値と一致しない。 

 

 

 

 

 

不詳補完値について 

総務省統計局では、令和２年国勢調査の集計に当たり、利用者の利便性向上を図るため、主な項目の集計結果（原数値）

に含まれる「不詳」をあん分等によって補完した「不詳補完値」を算出し、これを表章した統計表を参考表として提供し

ている。本冊子の一部に掲載する「平均年齢」、「年齢３区分別人口」、「配偶関係（年齢別未婚割合、生涯未婚率）」、「外国

人人口（国籍別人口を除く。）」は、不詳補完値を用いており、５年前との比較においては、平成 27年国勢調査を同様の方

法で遡及集計した結果を用いている。 

 

 

 


